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要旨・前回雅蚤:スギの個体内変異の利用 (V) ー異なる高さの枝から育てた低合採穂木の指し木発根性の持続

と接ぎ木造林木の成長の違い一.兵庫農林水産技総セ研報(森林林業)57号:1......7. 2012 これまでに、実生のスギ

のは年生水と老齢木(約 200年生)について、地i潔から発生している摘芽校と樹幹の i二郎に者生している校の針葉形

態が異なることや、i'JIi者は後者に比べて著しく挿し水発扱rll:が良好なことを明らかにしてきた。また、それらの挿し木

クローンを元の校のえま生していた治i さ目立に抵台採穂水{こ{:[:立てたIl~Hこ、その市ÎE月E校の主|占禁形態および伸しヌドの発根性が

引き継がれることを明らかにしてきた。今回、育成して 40年を経過した低台採砲水についても、依然その発根性が維

持されることを明らかにした。さらに、この低台採穂木から育成した障し木造林水の初期成長についても両者に設がみ

られ、地際校採椋木の挿し木が上部技採諮木を上回ることを明らかにしてきたc また、この低合採穂木から育成した接

ぎ木造林水の初期成長についても、他殺 2年後から地|然校台木区が上校台木13:を上IEiJる成長を示すことをゆ1らかにし

てきたc 今回、その後の生育状況を鵡?をし、附者の成長は年々上r;t/加し、値栽 3':t三後から 17{f三後まで危険率 1%で有

窓差が認められることを明らかにした。挿し木だけでなく、接ぎ水の場合にも両者の成長{こ援がみられたことにより、

これは挿し木発般性に由来する根邑-の差のみによるものでなく、元の徳木の生型的な齢の違いによるものであり、地!深

からの萌芽校は生理的に若く、それが低T5採抱木に仕立てることにより、臨木が生Jilll均に若し、まま維持されたことによ

るものと法号えられたc

キーワード:スギ、{間体内変異、成長、サイクロブイシス、伸し水、接ぎ木、発根性持続

I はじめに

スギの挿し木クローンは親木のどの部分から押し穂

をとっても、突然変異のなし、かぎり同一の泣伝子型であ

る。しかし、実生のスギでは、校の者生しているおさが

異なることによって、針~~の形態が異なる(1 .11)

といわれているc

このような側体内における局所変異を利用して、クロ

ーン苗木育成方法の改良や拐期成長の良好な苗木育成を

限るとともに、その特性を後代まで維持できるかどうか

↓会討してきたc

これまでに、スギの 12年生木と老{鈴木(約 200年生)

について、地捺から発生している茄芽校とおI幹の i二部に

している技の針葉形態が異なることを報告した(ぷL
また、地際から発生している萌芽校は樹幹と郊に者生し

ている詩通校に比べて著しく挿し木発綬性が良好で、あり

(4， 5)、その初期成長も良好なこと (5)を報告したむ

さらに、これらの特性については育成した苗木を元の

校が校生していた高さ別に低台採沼木に仕立てた後にも

引き継がれ、その蹴芽校の針葉形態 (4， 5)および掃

し木の発恨性が異なることを報告した (δ)0 今回、この

低台採椋木が綴齢 40{f-を経過した。これまで、採様台木

の樹齢がよ関加すると、挿し木発{長率が怒くなる (10)

とか、変わらない(1 2) などの報告があるため、この

抵台採穂木について、揮し木発恨性が維持されているか

を調査したc

また、これらのf.L"t台採陪木から採段:し育成した押し木

造林木の初期成長についても両者に差がみられ、 i也際の

務芽校由来の低台採ぬ:木(以下、 i也際校台木)から育成

した詰木の初期成長は、上部校由来の低15採穂木(以下、

上部校合木)から脊成した苗木を著しく!二lillることをIJfJ

らかにしてきた (7， 9) c 

ここでは、この低台採穂木から採徳し育てた挿し木造

林木のその後の生育状況を調査したので報告するc それ

とともに、その成長の違いが、高木育成11寺の挿し木発恨

性の遣いに由来する根i訟の違いによるものかを明らかに

γ本研究の -tf[iは第 58回1=1本森林学会関西支部大会 十'11戸 2007 した



ために、持し木と詞じ低台採穂木から採穂し育成し

1 .材料

、て、林地iこ披栽し 17年告と経過した

したので、その結果を報告するc

立 材料と方法

1969俸に約 200年生天然スギ(以下、者i鈴木)12個体

(樹高 15~40m) の地|添に近い校(高さ O. 2~ 1. 2m)と

若生高の高い校(樹高の約 1/2の高さ:7. 5~20m) を

採取し、ミスト{寸きガラス室に挿し木した。詞様に 12

1:r三生実生スギ(樹高 7~8m) についても、地|祭校(高さ

O. 2~1 m) と上部校(高さ 5~7m) を挿し木した。これ

により得られた 3年生高木を 1972年に苦焔に定植し、高

さ20cmで合切りし、採経i台木とした。接ぎ木造林試験で

はこのうちの老鈴木 10クローンを供試した。

2. 方法

1)低台採穏木の揮し木発根性

2009年にスギ老鈴木の地捺校と上部校から育成した

低台採穂木 5クローンについて、その挿し木発根性を調

査した。採fJSは 2009年 5)CJ13、14IJに行い、その後長

さ30cmにお出乍りして、 5月 18日にミスト主主71<.1寸きブJラ

ス寄与に挿し付けた。挿し床は鹿沼土をj苦い、日q:lは1fI寺

院ごとに約 15 秒間1 ミスト i!{~水を実施した。挿し木した 5

クローンの本数は、上部校台木が 29~31 本(平均 30 本)、

地際校台木が 30~33* (平均31;1ド)であったc

なお、この結果と 1974~1976 年の 3 1下院に露地で"11: っ

た挿し木発根性調査結果を比較した。 1974~1976 年は低

台認諾木のうち母樹が 12年生のものと、老i鈴木の各 10

クローンの地総校台木と上部校合木からJ75木をとり、長

さ30cmに認作りし、揮し床は花陶おが風化した真砂土を

用いた。 i荏7J<.は挿し付け直後に l回行ったのみで、その

後は実施しなかった。日覆いは竹すを用い、 8月末に除

去した (6人持し木した合計本数は、 2009年伸し木と

同じ 5 クローンについては、上部校合ネーが 28~44 本(平

均 40 本)、地際校台木が 51~76 本(平均 65 本)で、あっ

た。

2)低台採穏木から膏成した挿し木の造林試験

12年生実生木をf手樹とし、高さの異なる校から挿し木

で育成した低台採穂ホ;から 1974年に採穂し、長さをそろ

えて挿し木した。できた 2年生苗木を 1976"F泰に宍粟市

山崎町}II戸のスギ採穂翻跡地である平地に1.8mX1.8

m間隔で、植栽した。試験区は、同じクローンの地際校台

水区と上部校台水区が隣り合うように列状に 8クローン

縞殺した。供試苗は 1区5ヌドとし、下刈りは毎年 3由実

施した (7)c 

2 

また、老i鈴木を母倒とし、前述と河様に育成した低会

保砲木から、 1979年に採徳し、ミスト付きガラス窓に挿

し木した。挿し認は上部校T白木から採穂した穂水のみ、

IBillOOppm溶液に 24時間浸出処理した後に挿し付けた。

地捺校台木からの摺木は通常の水に浸した後、挿し付

けたG できた苗木は、翌年ミスト付きガラス室に床替え

して 1年間青成した後、苗対Ilで2年|務育苗した。できた

4年生前木を 1983年春に宍粟市山崎町-}II戸のスギ採穂

闘跡地の51!:!:也に楠殺した。試験地は前述の 12年生木を母

樹とする挿し木試験地;こ隣接している。相殺方法は前述

の試験地とi司識に、同じクローンの池|燦校台木区とと部

校台水区が隣り合うように列状に 8クローン櫛jえした。

機栽間絡は1.6m X 1. 6mとし、供試苔は 1区 10本で、

林齢7年l'ーまで毎年 2回以上下刈りを実漉した (9)。

3)低台探穏木から育成した接ぎ木の造林試験

1986年に母樹が老齢の 10クローンについて、地際校

採穂台木ととl~rl伐採穂台木から採穂し、同ーのスギ品穫

を台本として、接ぎ木の個人差をなくすために一人が接

ぎ水した。接ぎ木活者率は前者ーが平均 87%、後者が平均

81%で、クローン聞にも台木|玄聞にも有意援は認められ

なかった (g)。この接ぎ木部な翌年4ftJに 1区あたり原

則として 5本を宍梨市山崎IIJ])伍回の当センター試験林に

摘栽した。間じクローンの地際校台木の接ぎ木前と上部

校合木の接ぎ木古[が|孫り合うように列状に植栽した。様

栽fMl隔は1.6m X 1. 6mとし、ードメIJりはS年生まで毎年 1

回実施した。

試験i也は兵filI県の中西部にあたり、僚i高 200m、傾斜

方向犯の山龍平衡斜面で、土壌型は日日担、銀斜は約 35

設である。調査は植栽fJ寺から 5年生までは樹高と根元直

径、 7年生以降は樹高とJJ旬高直径をiWJ定した。なお、先

枯れ等、生育に陣容のあるよう

供試木は調査木から除外したむ

を 1皮でも受けた

E 結果および考察

1 .低台採穏木の挿し木発根性

2009 年と 1974~1976 年のクローンごと、採穂位霞別

の押し木発根率を国 1に示したc

2009年に挿し木した 5クローンのj二部校合木の挿し

木発根本は 62~87% (平均 74%)であり、 j也際枝台木は

87~100% (平均 96%)で、 5クローンとも地|糸校台木

の発{長率がヒ部校台木の発根主与を上i買った。これらを

i¥rcsin.j克変換して、 t検定を実砲したところ、 i二部校台

木区とi出禁校台木区の間に、危i役率 5%で、有意蔑が認め

られたc

同じ 5 クローンの 1974~1976 年の挿し木発娘率は l二

部校合水が 25~41% (平均 34%) 、地際校台木が 90~96%
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歯 1 採穏位置の異なる高さで育でた低台採穂木からの

挿し木発根率

均 93%)であり、今回と開採に地|溌校台木の発根ネ

が上部校台木を上IE!Iり、 t検定の結果でも決率 1%で

有意差が認められた (6)0

これらの結果から、ミスト瀧水付きカ子ラス窓と路地挿

しというように挿し木の条件は異なるものの、共通した

5クローンの地際校合木の挿し木発根E与は、樹齢 40

そと迎えた 2009年でち、 96%と発恨本がぶ1]く、台木が樹齢

を重ねても己主iい発様性が認められたc

一般に老鈴木は挿し木発般性が劣るといわれており、

スギ挿し木発恨率がほぼ 80%以上期待できるのは、標準

的な沼安で、造林木で 15年生以下、合木仕立てで 30年

生以下 (10ノといわれている。今凶の誠査は、発根が

困難とされる約 200年生の老i鈴木を供試したが、 i也際か

らの萌芳三校を抵台採穂水;こ仕立てることにより、十采穂木

が樹齢をねてもit品、発様性をど維持できることが実証で

きた。

表 1 低台採穏木からの挿し木の樹高成長 (12年生母樹)

地|祭校台ヌド区

クロー 樹高 i樹高
測定数 樹高 0 。円

ン名 10年 13 
(本) 年 (cm) 年 (cm)

(m) (m) 

オ b 51 321 8. 6 10.4 

チ 3 46 241 6. 8 8. 9 

b 41 292 7.2 10.2 

ヌ 4 44 300 8.1 10. 4 

ノ¥ 3 40 223 7. 9 10. 1 

J¥、 41 288 7.9 8. 4 

リ 3 43 319 7.9 10.2 

ワ D 42 208 6. 6 9.0 

平均 44 274 7.6 9. 7 

l也|祭からの萌芳三校の発様性がよい玉虫由は;火のように考

えられるc スギの太い幹から発生している萌芽校は、幹

の内部にJ:1H没した主校から分岐し萌芽したものである o

幹の低い位授のものは、その木が若いJJ寺に分岐したもの

であり、析との r~古川、位f設のものは、低し、位置のものより、

その木が年とってから分岐したものである (4，8人幹

の低い位置から採躍した政芽校の挿し木発根がよかった

のは、務芽のもととなる始原細胞i誌が、1i留めて若木のと

きにできていたからだと考えられている (8λ

また、樹齢を経ても低台採徳木が高い発根性を維持し

ている理由については、次のように考えられる。樹齢の

若いときにつくられた核芥校から育成した苗木を低台採

稽木に仕立てた場合、その葉般に、腕芽となる始原細胞

若手が元から形成されており、穂木としてメJjり取られた後

も、それが次々と分化してくる。したがって、採穂台木

の樹齢が増加しても、事与オミの樹齢は者し、ときの虫剤京締IJi'!.

II平に出来するので、市iし、発娘性が維持されるものと考え

られる (8)0

2. 低台採穏木から湾成した挿し木造林木の成長

1) 12年生実生木を母樹とした場合

12年生実生木の;誌なった高さの校から採聴・押し木し、

育てた苗木を低台採穂木に仕立て、この採徳水から押し

木で育てた笛木の 13年!Hiの生育状況は表 l、zのとおり

であった。

林{除5 10 年生、 13年生の成長は 8クローンとも

地l探校台本;区が i二郎校台水区を上回っており、分散分析

の結果でも危険率 1%で、有意差が認められたG この傾向

は樹高成長でも直径成長でも詞様であったc

従[栽から当初J5年!lIJの成長経過は説報 fアノのとおり

であるが、倒栽n寺から地i際校台ヌド[反の樹高は上部校台オミ

上音1¥校合木区

iJllJ定数 樹高 0 杉Jrf~ 5 10 樹高 13

(本) 年 (cm) (cm) 年 (m) 年 (m)

生 41 277 7. 6 9. 1 

4 35 235 5.8 7.6 

3 37 265 6. 7 9.3 

4 43 254 7.9 9.4 

3 155 6. 1 8. 7 

41 268 7.0 8. 0 

3 42 259 6.8 9.6 

4 26 181 5. 9 8.0 

37 237 6. 7 8. 7 

円
ぺ

U



表2 低台採穏木からの指し木の直径成長 (12年生母樹)

地際校台水区 上音r¥校台水区
クロ

根元径 根元径 腕高直 胸高直 胸高直 恨元筏 根元径 腕高直 胸高i直 腕高度
ーン

名
O生手 5主ド 径 5年 径 10年 筏 13年 Ofl'二 5年 11: 5 径 10年 径 13

(cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) 

オ叩 0.8 5. 3 3.4 11. 4 14.9 0.6 4. 1 2.3 9.0 12.3 

チ O. 7 4. 1 2.4 8.0 10.4 O. 7 3. 7 2. 0 6.2 9.0 

ト O. 7 b. b 3. 1 10. 2 14. 2 O. 7 4.5 2.6 9. 0 13. 1 

ヌ O. 8 4. 1 2. 5 9. 7 12. 9 O. 6 3.0 1.7 8.0 11. 2 

ノ、 O. 5 3.9 2. 2 11. 5 14. 1 O. 6 2. 3 1.2 7.6 10. 5 

ノ¥ 0.6 5. 3 2.8 9.8 12. 2 O. 6 4.6 2. 7 8.9 10.9 

リ O. 7 4.8 3. 2 11. 8 13.5 O. 7 4. 7 2. 6 10. 6 13.2 

ワ 0.8 4. 2 1.9 9. 3 13.3 0.6 3. 0 1.2 7.4 10.9 

平均 O. 7 4. 7 2. 7 10. 2 13.2 0.6 3. 7 2.0 8. 3 11. 4 

区をと凶り、危検挙 5%で有意差が認められた。南区と

も揮し木したときの穂の長さは同じであったが、茄木育

成仁I~ に両者に成長差が生じていたものと思われた。なお、

根元径には植栽時に有意差は認められなかった。

両区の成長差は年数経過とともに拡大した。

2) 200年生老齢木を母樹とした場合

iす経Iの樹齢が約 200年生の老齢木の場合の挿し木造林

木の成長については、既報(.9)のとおりであるが、 8ク

ローンを平均した台木ほごとの平均成長経過を図 2， 3 

に降掲する。
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国 2 低台採穏木からの挿し木の樹高 (200年生母樹)

8クローンとも植栽u寺から各年度において、地i糸校台

木区が上部校7ち?木区をと@lり、統計的にも全調査年次で

危険率 1%で有意差が認められた。両院の差は年ととも

に拡大している。

母樹が 12年生の場合には、 fl討が寺の同区の楚は樹高が

7 cm、根元径が O.1cmで、樹高にのみ 5%の危険率で有

意差が認められたのに対し、母:樹が老(鈴木の場合には附

14 

12 

~ 10 
在。
語 8
組
慨
室主

一一ム
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...... ...6." ーヶ上部枝台木区

一〈同地際枝台木区

7 8 9 10 

林齢(年)

11 12 

歯 3 低台採穂木からの掃し木の胸高直径

(200年生母樹)

区の差はおJ高が 19c m、根元径が 0.4cmと大きく、構栽

11寺から樹高、直径ともに附区の間に危険率 1%で 手 差

が認められた。これは、老鈴木の上部校からの抵台採樺

木は他に比べて挿し木発根性の低いクローンが多いため

と、 12年伎の場合に比べて育苗期間が 2年間]長かったた

めに、育苗取に両区に成長差が出たからと思われる。

3 低台採穂木から育成した接ぎ木造林木の成長

地f~長校台木区の持し水苗が上部校合*区に比べて成長

が良好な原因として、挿し木発根性に由来する娘量の差

によるものとも考えられるため、議ぎ木苗を用いてその

台水区ごとの生育状況を調査した。

クローンごと、台木区ごとの樹高成長は表3、直径成

長は表4に示した。 10クローンのうち宍粟Bを掠く 9ク

ローンについては、地j校校台木区が k部校合木IRを上回

る成長を示しており、両区の成長差は年とともに噌大し

ている。また、 10クローンの平均成長経過は掴 4、関 5

4
 



表3 低台採穏木からの接ぎ木の樹高成長 (200年生母樹)

i也際校台木区

樹高 樹高 i安打古i

S壬ド 10主ド 15 

クローン

~， 

宍架八

宍粟 C

宍粟 D

宍粟 37

妙見 112

24 

ヂミヌ!?B 

三)11111

113 

b可決I?28 

言卜・平均

測定数

(本)

下ぃ
g

F
t
 nu 

59 

52 

(cm) (m) (m) 

186 3.9 6.8 

156 3.6 6.2 

214 4.8 8.1 

224 5.2 8.0 

195 1.4 7.2 

195 4.9 8. 1 

221 4.8 7.4 

157 3.6 5.8 

171，1三
測定数

(本)

4

A

A

1

m

1

0

4

4

つ
ム

A
サ

つ

け

A
1

樹高

O句

(cm) 

64 

44 

61 

59 

62 

50 

上部校台水区

絞I高松ti高

5年 10年

(cm) (m) 

172 3.7 

57 

57 

50 

QQ 

56 

106 

151 

157 

139 

147 

135 

178 

132 

141 

146 

2.8 

3. 0 

4. 0 

2.8 

3. 7 

3. 1 

3. 8 

樹布

団年

(m) 

5.8 

5.4 

5. 0 

6.6 

17生ド

5.6 

6.6 

6. 1 

5.4 

7.2 

6.4 

7. 8 

32 

A

A

4

4

A

A
ゴ

「

口

つ

ω

4

2

 

n
b

土日

47 175 3.9 7.0 

(m) 

7.6 

7. 2 

9. 5 

9.1 

8.8 

9.1 

8. 2 

6.8 

8.2 

8. 5 

8. 3 

3 

2 

35 

2.6 

3.8 

3. 3 

6. 9 

5.0 ;). ;) 

b 

。

。

3 

11 

57 196 5.0 7.6 

192 4.4 7.2 

6.2 7.0 

57 

3. 7 4.0 

6. 1 

5.6 

6.8 

6.3 

表4 低台採穂木からの接ぎ木の霞径成長 (200年生母綴)

i也前71校台水区

)j旬iえ;
十lb乙
I1I[t菜 I~L1ごtクローン

;s 

1t~元

測定数 直径

(本 o年

(cm) 

腕高

泊三を

)
 

(
 

ー 1 5 

上古11校合ヌドi玄

直径

IJ向 I!r~h

1 7 

(cm) 

l1tie 

測定数 直径

(本 o
(cm) 

fごと rf.I.1" " 
ハ荒川

うそ主主[)

32 

宍粟 37

妙見 112

宍栗山

B 

三川山

113 

宍架 28

言卜・平均

C 

A

A

A

1

4

A

 

5句三

(cm) 
年

(cm) (cm) 

4

A

A

T

r

o

A

A

つL
A

1

q

t

u

A

A

3 

2 

35 

根元

直径

5if 

(cm) 

o. 7 

o. 5 

o. 7 

o. 7 

o. 7 

0.6 

0.6 

o. 7 

o. 7 

0.6 

0.7 

3.9 

2. 7 

3. 2 

3. 5 

3. 5 

(

日

叶

宅

O

L

)

一
3

2

6

3

4

6

5

4

十

什

ィ

バ

写

す

m
一

悩
し
ム
日
…

l

d

c

一5
3

3

5

3

5

3

5

!

!

(

-

IJ旬高

庇径

(cm) 

5 1 7 

(cm) 

8.8 10.4 

6.9 8.2 

5.6 6.1 

8. 5 9. 4 

8.2 9.7 

9. 9 11. 0 

6.4 6.9 

8. 1 9.2 

6. 1 

8.4 

8. 5 

b 

つゐ

F
D
A
-

白

。

3 

41 

o. 7 4. 4 5. 9 10. 5 11. 9 

0.6 4.0 4.5 10.2 12.0 

0.9 4.6 6.2 10.2 11.6 

O. 7 4. 4 7. 8 11. 9 13. 1 

O. 7 4. 4 6. 3 11. 3 13. 2 

0.7 11.9 7.5 12.1 14.2 

0.8 ;).u 7.9 12.8 ]1[.4 

O. 7 3. 7 1. 8 7. 8 8. 6 

0.7 3.7 5.0 9.1 10.6 

0.6 4.0 7.4 10.7 12.3 

0.7 4.1 6.3 10. 7 12.2 

のとおりで、あり、附IR間の成長散を年次別に分散分析し

た結果は表 5のどおりであった。 2 2) で述べた押し

木を造林した場合とは異なり、接ぎ木の樹高については、

植栽時の大きさは阿区の!習に差は認められなかった。し

かし、植栽 2年後から地|祭校令木区が j二部校台木区の成

長を上回りはじめ、分散分析の結果でも危険率 5%で有

意差が認められた。再[Kの成長差は年とともに治大し、

植栽 3年後から現在に玉三るまで危険率 1%で存意差が認

4. 1 

2.9 

4.1 

2.8 2.8 5. 5 

められている。 直径については、補栽持から地際校台木

区がと部校合木区より火きく、他殺時~2 年生に危険率

5%、 3{i"-生以降現在まで危険率 1%で有意差が認めら

れた。

接ぎ木前については同一品積に接ぎ木したために、地

捺校合木i玄と上音11校台木!玄の打'jjに恨量の主主があるとは思

えないc また、他栽してから 2年1I日は附区II¥Jに樹高成長

に差は認められなかっ

5 

2.8 

3.4 

4. 5 

4. 3 

したがって、地|涼校台木区の



成長がよいの，;t J唱に根肢の違いや描栽n~fのの違いだ

けによるものではないことが明らかとなった。
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林鈴(年)

国 4 台木区別、後ぎ木造林木の平均樹高

の経年変化
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) え2
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惚16 
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一台四上部枝台木区

一-0-一地際校合木区

庄吾型

2 4 6 8 10 12 14 16 18 

林鈴(年)

留 5 台木区別、接ぎ木造林木の

平均直径成長の経年変化

スギの樹幹のfほし、位置から萌芽している校は、その木

の若いときの分裂組織によって作られた潜伏芽が成長し

たもので、それを挿し木して低台採穂木に育成すると、

萌芽してくる挿し徳の年齢は土問加しないことを先に述べ

た。エンドウの若齢の苗条を穂木にして接ぎ木すると、

台木の老若に関係なくよく成長するが、老齢の苗条は若

い台木に接ぎ木しても成長しない (3)ことが報告され

ている。これにより、{漬物体の成長点も他の槌物体部分

と同じように老化していくとされている (2ノ。また、

Schaffalitzky de Muckadellは、ヨ一ロツパブ

からの接ぎ木苔は2尖起生沿荷a とi遠皇つて、成木と間様に冬に枯

葉を落とすが、 1茨木でも斡の下部から出た不定枝の接ぎ

木苗は莱が落ちないことが報告されている。これは成長

点分裂組織の加齢のー現象で、 1突が落ちないという幼形

の性質も個体がある程度成長すると葉を落とす成形に変

わり、再び幼]f手にもどらないとしている (J3)0 

今回の地際校合木からの接ぎ砲は生理的に若し、年齢の

ものが低台採穂木により若し、まま維持され、上部校台木

の穂は生環的に老齢のものと忠われた。したがって、両

者の接ぎ木に成長差があらわれたのは、阿殺の生理的な

年齢の若からくるものと思われたc

表 5 接ぎ木造林木成長の年次男IJ分散分析表

林(11令 樹高 直径

O年 n. s. * (恨元)

1主ド n. s. ~ ( I! ) 

2 * 
〉i〈

3年 コドヰ〈 、*、qレ、

。
** ** 

7年 勺、，1.. 、*
** (JJ旬高)

8fj三 ** ** 
1 O{j三 ** ** 
1 2 fド ** ** 
1 3 ** ** 
1 4守二 ** 

~、，小、，

1 5 {i三 ** ** 
1 7千ド ** ** 

**は地|深校台*区とと部校台木12<:のilfJ

にそれぞれ危険率 5%、 1%で有意差が認め

られる。 n.s.は有志差が認められない。

以とのことから、スギの優良{間体を選抜しクローン増

殖を行うには、地際近くの抜芽校を採隠し、低合採穂木

に育てるとともに、それから増殖することにより発根性

が良好で、生育もよい苗木を長期間継続して育成できるこ

とが明らかとなったc
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